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 市役所の人材確保策について 

社会全体で人材確保が課題となっている中、市においても新

規採用職員の確保に苦慮していると聞く。また、民間企業等に

おいては、人材確保のために初任給を大幅に引き上げるような

動きも見受けられる。こうした状況を踏まえ、次の２点につい

て問う。 

 

令和６年度の職員採用試験について 

人材確保のために採用試験においてどのような対策を行っ

たのか。また、令和６年度の職員採用試験の結果はどうだった

のか。 

 

職員の給与の状況と人材確保への影響について 

令和６年度の人事院勧告では、初任給や若年層に重点を置い

た引き上げということだが、中堅職員、管理職員については、

それぞれ令和５年度と比較してどのような引上げの状況とな

っているのか。 

また、民間給与の引上げによる市の人材確保への影響につい

てどのように考えているのか。 

 

ひきこもりの支援について 

内閣府が調査した「こども・若者の意識と生活に関する調査

（令和４年度）」において、広義のひきこもりの出現率は、１

５歳から３９歳では、２．０５％、４０歳から６４歳では、２．

０２％と平成２７年、３０年の調査の時より増加しており、支

援を必要とする人が増えている状況にある。 

このような状況の中、加賀市では、令和６年７月に専門のひ

きこもり相談窓口を１か所設置したが、開設以来の相談件数や

具体的な相談内容、支援の成果などの実績を問う。また、来年

度の予算が増額になっているが、今後どのような支援体制を考

えているのか、所見を問う。 

 

高齢者に対する終活支援について 

全国的に高齢化が進む中、高齢者が人生の最終段階を安心し

て迎えられるよう、終活支援の取組を進めている自治体も多

い。加賀市においても、高齢者が安心して暮らし自分らしい最

期を迎えられるよう、終活支援の充実を図ることが重要と考え

る。そこで、以下の点について問う。 

 

加賀市における終活支援の現状について 

現在、市が行っている終活に関連する支援策や取り組みがあ

れば示せ。また、終活に関する市民からの相談件数や傾向につ

いて、把握しているデータがあれば示せ。 
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 他自治体の先進事例を踏まえた施策の導入について 

加賀市の高齢者が安心して生活するために、終活支援の充実

は重要な課題である。横須賀市や福岡市など、他自治体の先進

事例を参考にし、地域特性に合わせた新たな支援策を検討する

必要があると考えるが、所見を問う。 

 

精神障害者に対する医療費助成の拡大について 

精神障害のある方々の多くは、定期的な通院や服薬が必要で

あり、長期的な治療が求められる。しかし、現行の医療費助成

制度では十分な支援がなされておらず、経済的負担が大きな問

題となっている。 

加賀市における精神障害者の現状と、その生活状況をどのよ

うにとらえているか。また、加賀市における精神障害者手帳２

級所持者に対しても医療費助成を拡充すべきと考えるが、所見

を問う。 

 

福祉人材確保・育成事業について 

本市における福祉人材の確保・育成に向けた取組として、就

職奨励金の支給や就職説明会による人材確保、資格取得等の助

成やハラスメント対策等の定着促進を行い、就業環境の改善を

促進するとして、5,869千円が計上されている。 

その事業の具体的な内容について問う。また、生産年齢人口が

減少する中、人材確保は今後さらに難しくなると思われるが、

持続的な仕組みの構築に向けた、展望を問う。 

 

帯状疱疹ワクチン接種事業について 

事業の内容について 

帯状疱疹を防ぐには予防接種が有効とされており、ワクチン

を接種することで、発症や重症化を抑えることができる。来年

度から帯状疱疹ワクチンが定期接種となることは、接種を希望

する方にとって大変ありがたいことである。 

そこで、定期接種の対象者、事業のスケジュール、自己負担

額、接種できる医療機関など、事業の詳細を示せ。 

 

加賀市独自の助成について 

ワクチン接種を希望するすべての高齢者に、定期接種機会が

行きわたるのは５年後となる。この間、定期接種の対象となら

ない高齢者が、任意で接種する場合の費用について、加賀市独

自に助成すべきと考える。すでに独自の助成制度を行っている

近隣自治体の動向も踏まえ、所見を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


